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農協だよ[）（２１昭＃'161年２ⅡIＯＦ

億貸付金1組勘･受託溢命含む

12月末農協の【}、

９ 4３２ 

財務状況ｌｊＩ１ 726 

80。 ｌ
一
一
Ⅱ
未
の
農
協
財
務
の
圧
な
も
の
の
状
況
を
ク
ラ
う
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

先
つ
貸
付
金
は
総
額
で
前
年
比
几
卜
．
．
｜
％
、
五
億
几
下
八
百
万
円
の
減
と
近
年
に
な
い
減

少
を
示
し
ま
し
た
。
内
容
は
ク
ミ
ヵ
ン
・
近
代
化
資
金
・
農
林
漁
業
査
金
等
が
大
き
く
減
少
し

た
反
面
、
受
託
資
金
は
自
創
資
金
か
’
億
三
千
万
円
増
加
し
た
事
か
ら
若
干
増
え
て
い
ま
す
。

貯
金
は
前
年
比
一
○
七
％
、
川
億
円
噛
加
し
、
目
標
の
五
１
五
億
六
下
刀
円
に
対
し
九
十
几
・

八
％
を
脈
し
ま
し
た
。
根
差
管
内
で
は
目
標
の
一
一
一
百
億
円
の
大
《
、
を
突
破
し
て
お
り
ま
す
。

借
入
金
は
設
備
借
入
を
含
め
て
前
年
比
几
Ｉ
｜
％
、
八
億
八
下
五
百
万
円
の
減
少
と
な
り
ま

し
た
。
固
定
資
産
は
事
務
所
の
増
改
築
に
よ
り
前
年
比
で
四
％
、
二
千
四
百
万
円
轍
川
し
ま

し
た
。
ま
た
問
Ｕ
費
水
は
出
資
金
・
注
進
準
備
金
等
の
積
立
に
よ
り
四
％
の
増
加
と
。
な
り
ま

し
た
。
次
に
事
業
関
係
で
販
売
事
業
は
育
成
牛
を
含
め
た
肉
畜
の
取
扱
端
、
牛
乳
の
増
等
に

よ
り
前
年
比
一
一
三
％
の
取
扱
実
績
と
な
っ
て
お
り
ま
す
．
購
買
事
業
で
は
配
合
飼
料
を
は

じ
め
と
す
る
生
産
資
材
の
値
下
り
等
に
よ
り
購
買
事
業
総
体
で
前
年
比
九
十
几
％
と
若
干
下

廻
っ
て
お
り
ま
す
か
、
生
栖
店
舗
品
だ
け
に
つ
い
て
見
ま
す
と
、
九
％
程
取
扱
い
が
増
え
て

お
り
ま
す
．命 瓢

6Ｃ ;／年詔 詔
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乳年いは合なるはＩしん品ルが則りIJIはあ費
合のるとていか諮るでで：シｌﾘ」と、両二つは
格四たう生仕確農わ度もウらな欲は，たこ

鷺),'学轤￥瀧艀'し＃ｔ'１鰈晶力:霞
溌:;:＃ポiii窺壌學鱗蕊lii
た迄う故るなはつ賀が合き下の、かも悩

｢可

L｣ 

「
罎
々
と
し
て
進
ま
ぬ
乳
寶
改
善

Ｉ
Ｉ
 

乳
質
改
善
で
所
得
の
向
上
と

生
産
コ
ス
ト
の
低
減
を
計
ろ
う
〃

■
 

に
は
一
一
一
１
Ⅱ
．
、
と
な
り
、
六
十

ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ⅱ
Ⅲ
し

I1 

l 

は
二
－
七
戸
に
減
っ
て
い
ま
す
．
ま

十
八
年
に
は
乳
質
オ
ー
ル
０
の
戸
数

１
１
 

１
 

は
四
十
戸
あ
り
．
そ
れ
か
Ｈ
１
几
年

細莉iiliそぞ噂!;'ii雑繩触
でつ代にはいしこつク青表のＡＬＤ

かを‐句をたいくなのら八成羅llHの

鋪'灘llii3ilij戦螺
す繩獺鯏鮨lMiI』ザ衞力i圏

;騨雛＃鶴

ク
リ
ー
ン
作
噛
か
実
施
さ
れ
た
昨
几

込可

年
に Ｉ 

｜ 

’ 

代
の
流
れ
に
逆
行
す
る
傾
向
が
み
あ

れ
ま
、
Ｔ
・

乳
質
改
善
は
各
ｎ
の
意
識
か
大
切

で
す
。
今
年
は
組
合
員
全
員
が
気
持

ち
を
新
た
に
し
、
牛
乳
と
い
う
素
階

し
い
食
肋
を
生
座
し
て
い
る
の
だ
と

い
う
事
を
充
分
認
撤
し
、
乳
質
の
改

善
に
は
特
段
め
努
〃
幸
｜
お
願
い
致
し

は
す
。
昭
Ⅶ
』
ハ
ト
年
の
乳
質
ラ
ン
ク

ォ
ー
ル
０
を
続
け
て
き
た
組
へ
：
（
は

次
の
通
り
で
す
。
○
印
の
〃
は
前
年

に
』
引
続
い
て
ぬ
オ
ー
ル
Ｏ
で
あ
り
、

そ
釣
工
夫
と
擁
〃
に
は
敬
意
を
表
し

た
い
と
思
い
ま
す
□

’ 

Ｉ 

］
：
〃
以
上
出
し
た
戸
数
は
、
亙
十

’
１
０
－
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｊ
 

１
年
は
十
七
戸
と
逆
に
増
加
し
、

人
年
忙
一
皿
か
ｎ
０
ｒ
九
年
十
一
一
戸
、
坐
〈

尤
乳
画
一
『
シ
ク
三
以
ｋ
、
細
鏑
数
Ⅲ

０
１
コ
Ⅱ
Ⅲ
的
Ⅱ
川
田
Ⅱ
■
、
ｕ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅲ
、
Ⅱ
１
１
■Ｉ 勝
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新
し
い
年
か
明
け
、
｜
力
月
か
過

ぎ
ま
し
た
。

今
年
も
乳
価
の
伸
び
悩
み
・
余
乳

問
題
・
生
産
資
材
の
高
騰
な
ど
、
農

業
情
勢
か
厳
し
い
上
に
生
活
面
で
は

生
活
用
肺
・
公
共
料
金
の
値
上
り
な

ど
、
家
計
費
は
ふ
く
ら
む
一
〃
で

す
。
収
入
が
頭
打
ち
に
な
っ
て
い
る

巾
で
、
収
入
と
支
出
の
バ
ラ
ン
ス
影

は
か
り
、
や
り
く
り
上
手
に
蜂
ら
さ

家計簿は
とi三活をラ
北根室地区農業改良普及所

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」

こ
こ
数
年
の
北
見
統
計
事
務
所
管

内
（
宗
谷
，
根
索
・
網
走
）
の
農
家
維

折
状
態
を
み
る
と
、
流
Ｉ
ｎ
年
以
降

の
農
業
所
得
は
、
わ
ず
か
な
伸
び
に

と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
」

家
計
費
に
つ
い
て
は
、
几
卜
九
年

の
一
戸
平
均
は
、
四
、
｜
・
’
十
七
万
円

で
前
年
度
に
比
へ
○
・
七
％
（
二
万

円
）
減
少
し
て
お
り
、
費
目
別
で
は

一
罫
計
耀
徴
・
保
健
医
療
費
と
教
養
娯

楽
費
が
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
た
た
め
で

す
か
、
物
価
が
前
年
よ
り
ｆ
回
っ
て

い
る
に
ｂ
か
か
わ
・
勺
す
、
家
罰
訂
貿
か

下
四
つ
く
い
る
こ
と
は
、
生
活
の
正

夫
や
買
い
控
え
の
現
わ
れ
と
兄
ら
れ

ま
す
。

上
手
な
｛
罫
計
管
理
孕
鷺
す
る
に
は
、

ま
ず
記
録
を
す
る
こ
と
で
す
。
家
計

簿
を
つ
け
だ
っ
て
「
亦
学
が
な
く
な

ら
な
い
」
し
｜
か
「
い
ら
な
い
戈
川
は

し
て
い
な
い
」
と
か
、
家
計
簿
不
用

論
が
一
部
に
聞
か
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
か
、
｜
家
の
財
布
を
あ
ず
か
る

主
婦
の
裁
量
が
、
家
族
の
生
活
を
大

き
く
左
右
す
る
二
と
か
ら
、
」
剛
、
き

な
生
活
姿
勢
に
立
っ
て
の
家
計
管
理

が
必
要
で
す
。

一
罫
訂
簿
記
帳
と
い
う
と
、
む
ず
か

｢鐸覇

し
く
思
わ
れ
か
ち
で
す
が
、
つ
け
続

け
、
集
計
・
分
析
す
る
と
、
な
る
紐

お
も
し
ろ
い
も
の
で
す
。

つ
け
放
し
で
は
つ
か
め
な
い
も
の

か
几
え
て
き
ま
す
い
］

一
般
に
支
出
の
叩
く
え
を
記
帳
す

る
だ
け
で
、
家
計
簿
を
つ
け
た
気
分

に
な
（
て
し
ま
い
が
ち
で
す
か
．
そ

れ
で
は
労
あ
っ
て
も
、
池
の
も
ち
ぐ

さ
北
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
れ
で
は
、
つ
け
る
楽
し
さ
が
な

く
、
長
続
き
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ひ
と
月
家
計
簿
を
つ
け
た
な

ら
、
ま
ず
、
そ
の
月
の
食
祷
・
被
服

側
・
交
際
趾
と
い
う
よ
う
に
、
費
目

③
騰
計
を
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の
数
字

を
見
て
い
る
と
「
い
る
物
な
い
る
ん

だ
か
ら
仕
方
な
い
‐
｜
と
い
う
気
持
ち

と
は
ち
か
っ
て
、
本
当
に
こ
れ
で
良

か
っ
た
の
か
．
過
不
足
な
い
使
い
方

だ
ろ
う
か
」
と
化
話
行
動
を
反
省
し

ま
す
。
家
族
と
の
話
し
合
い
も
し
ま

す
。
こ
奴
は
翌
月
の
計
画
に
役
立
ち

ま
す
。
家
〈
計
の
管
理
催
小
さ
な
単
位

の
や
り
く
り
で
す
。
そ
ん
な
〈
露
銭
悠

覚
を
家
族
そ
ろ
っ
て
養
い
ま
し
ょ

う
。
家
計
費
の
費
目
》
｜
と
の
試
算
と

改
善
方
向
を
ま
と
め
た
の
で
参
琴
に

し
て
ｒ
さ
い
。

（北見統計請報事務所管内１戸当たり）
家総所得と家計費の動き
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第
九
回
理
事
会

開
催
月
日
十
一
一
月
一
一
十
一
一
一
日

開
催
場
所
農
協
ロ
会
議
室

〈
議
案
〉

「
昭
和
六
１
｜
年
度
営
農
計
画
樹

逝
に
当
っ
て
の
基
本
方
針
に
つ
い

｛
し営
腱
委
員
会
で
も
討
議
さ
れ
た

経
過
か
あ
り
、
堆
本
方
針
と
し
て

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

二
、
昭
和
六
十
一
年
度
営
農
計
両
作

成
資
料
に
つ
い
て

原
案
ど
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

三
、
昭
和
六
十
年
度
団
体
鴬
草
地
開

発
整
備
事
業
（
閉
中
標
津
）
の
変
更

に
つ
い
て

四
、
制
度
資
金
の
借
入
申
込
み
に
つ

い
て
（
農
地
取
得
外
）

五
、
昭
和
六
１
｜
年
度
畜
産
近
代
化

リ
ー
ス
の
希
望
申
込
み
に
つ
い
て

（
バ
ル
ク
ク
ー
一
つ
１
・
ト
ラ
ク
タ

ー
外
）

六
、
昭
側
六
卜
年
度
畑
作
緑
肥
対
策

に
つ
い
て
（
二
十
三
名
該
当
）

、
ｚ_刃竈
会
の
経
過

七
、
受
精
卵
移
植
供
用
１
の
股
木
料

金
に
つ
い
て
二
回
ご
と
に
四
Ｆ

円
｝各
議
案
か
原
案
ど
お
り
決
ま
り

ま
し
た
。

〈
協
議
事
項
〉

「
昭
和
六
１
年
度
組
曲
の
中
間
協

議
後
の
状
況
に
つ
い
て

二
、
六
卜
肥
料
年
度
肥
料
代
の
精
算

に
つ
い
て

〈
報
告
事
項
〉

『
監
査
報
杵

二
、
農
機
具
保
守
管
理
牝
〈
励
会
の
実

施
結
果
に
つ
い
て

三
、
生
乳
の
生
産
状
況
に
つ
い
て

四
、
昭
和
六
卜
年
度
澱
粉
工
場
の
操

業
牽
蓬
帆
に
つ
い
て

万
、
昭
和
六
十
年
産
て
ん
菜
出
荷
実

績
に
つ
い
て

六
、
昭
和
六
卜
年
度
販
売
事
業
（
十

一
月
末
）
の
概
要
に
つ
い
て

七
、
生
産
資
材
情
勢
に
つ
い
て

八
、
事
務
所
増
改
築
工
事
に
と
も
な

う
事
業
灘
に
つ
い
て

／~、（
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術

今
年
は
昨
年
ト
ー
月
か
ら
の
乳
出

荷
調
整
が
続
く
厳
し
い
幕
明
け
と
な

り
ま
し
た
が
、
こ
め
厳
し
い
環
境
を

乗
り
切
る
に
は
、
根
本
的
な
飼
養
技

術
の
兄
直
し
が
必
要
で
す
。
昨
年
の

経
営
実
績
を
み
ま
す
と
、
乳
代
・
乳

量
と
も
順
調
に
上
昇
し
て
い
ま
す
が

瞳iii鑿技iiiliil
乳成分の向上を
飼料給与のチェックで

農

北根室地区農業改良普及所

所
得
額
な
ど
め
中
味
で
は
．
多
く
の

問
題
を
含
ん
で
い
ま
す
。

乳
量
は
伸
び
た
か
、
乳
代
の
伸
び

は
今
一
つ
で
あ
り
、
乳
成
分
の
向
上

や
乳
質
の
改
善
を
図
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
乳
成
分
の
低
下

は
い
き
お
い
乳
単
価
の
低
下
を
も
た

ら
し
、
経
営
の
中
味
を
薄
い
も
の
と

し
ま
す
の
で
、
十
分
な
飼
養
管
理
か

必
要
で
す
【

乳
成
分
は
給
与
乾
物
量
や
繊
維
給

与
量
と
大
き
な
関
連
か
あ
り
、
夏
期

間
の
放
牧
時
の
乾
単
給
与
や
繊
維
を

多
く
含
む
自
給
粗
飼
料
の
十
分
な
給

与
が
改
善
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
繊
維

含
量
の
低
い
濃
厚
飼
料
の
多
給
は
乳

量
の
増
加
は
あ
っ
て
も
、
乳
成
分
の

ｎ
ｋ
に
即
継
か
ら
な
い
場
合
が
多
い

の
は
こ
の
た
め
で
す
ｂ

栄
養
充
足
率
の
向
上
と
と
も
に
、

粗
飼
料
充
足
率
を
チ
ェ
ッ
ク
し
乳
成

分
の
向
上
を
目
指
し
、
中
味
の
濃
い

経
営
と
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。営
農
懇
談
会
時
に
配
布
し
ま
し
た

技
術
資
料
を
参
琴
に
、
栄
養
と
机
飼

料
充
足
率
の
チ
ェ
ッ
ク
を
お
二
な
Ⅵ

効
率
の
高
い
経
営
を
実
践
し
て
下
さ

い
□

應詞

一
月
十
五
日
、
．
｜
小
テ
ル
葵
に
お
い

て
、
三
浦
準
治
様
櫛
夫
妻
の
ご
媒
姻

に
よ
り
、
剛
君
と
美
枝
子
さ
ん
の
結

婚
祝
賀
会
が
催
さ
れ
、
吹
雪
模
様
の

悪
天
候
で
あ
つ
だ
が
多
一
こ
の
知
人
・

友
人
・
遣
内
各
地
か
ら
も
ブ
リ
ー
ワ

ー
仲
間
が
集
ま
り
盛
大
に
祝
福
さ
れ

た
。
万
一
一
人
の
霊
っ
か
け
は
ジ
ャ

パ
ン
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
荒
診
不
敏
彦
氏
の

粋
な
は
か
ら
い
で
、
写
真
を
交
換
し

て
知
り
合
い
胚
二
八
月
’
’
’
十
一
日
、

早
来
町
全
亘
共
進
会
々
場
に
て
お
見

合
い
を
し
だ
。
そ
の
時
の
感
想
を
剛

言
は
「
二
頁
と
全
然
ち
が
う
。
か
わ

い
い
」
美
枝
悪
さ
ん
は
「
恵
つ
だ
と

お
り
ス
テ
キ
は
人
▼
｜
そ
れ
以
来
．

毎
日
の
よ
う
に
？
テ
レ
フ
ォ
ン
デ
ー

ト
で
お
互
い
愛
情
を
感
じ
る
よ
う
に

な
り
．
め
で
だ
く
ゴ
ー
ル
イ
ン
芒
仇

ま
し
だ
。

美
枝
子
さ
ん
は
、
久
保
慶
一
郭
さ

ん
の
一
一
一
人
姉
妹
の
長
女
と
し
て
、
短

大
卒
業
後
は
家
業
の
酪
農
に
専
念
中

出
会
い
と
な
っ
た
。

｜
方
、
剛
君
は
、
秋
田
県
の
出
身

で
渋
能
訓
練
所
機
械
科
を
修
了
し
、

「ユ

｜
｜
｜
年
間
富
工
通
に
勤
め
て
い
だ
が
、

根
っ
か
ら
の
動
物
好
き
が
高
じ
酪
震

を
目
指
し
て
、
早
来
町
の
竹
田
牧
場

で
実
習
生
活
に
入
っ
だ
。
足
掛
け
九

年
青
の
実
習
の
中
で
海
外
実
習
の
だ

め
再
一
一
一
渡
米
し
て
．
ブ
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
の
技
術
（
毛
刈
の
腕
前
は
抜
群
）

狂
マ
ス
タ
ー
さ
れ
た
。

晨
業
環
莞
は
、
消
費
言
ニ
ー
ズ
の

多
驍
化
や
ア
メ
リ
カ
の
農
産
物
輸
入

自
由
化
攻
勢
な
ど
、
年
々
厳
し
く
な

っ
て
い
る
か
、
情
熱
を
椿
つ
だ
老
い

一
一
人
に
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
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オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
と
は

全
国
の
農
協
で
は
昭
和
六
十
三
年

一
一
一
月
ま
で
に
、
全
国
銀
行
内
国
為
替

制
度
に
加
側
し
て
い
る
銀
行
と
通
信

回
線
で
結
び
、
こ
れ
ら
金
訓
機
関
と

為
替
取
引
業
務
を
飛
躍
的
に
強
化
す

る
も
の
で
あ
る
色

従
来
電
信
扱
い
で
半
日
な
い
し
、

｜
Ｈ
・
普
通
扱
い
で
一
一
一
日
程
度
要
し

て
い
た
為
替
標
準
送
達
時
間
は
、
｜

時
間
以
内
に
短
縮
さ
れ
ま
す
。

農
協
に
普
通
貯
金
口
座
を
お
持
ち

の
組
合
員
・
壼
盆
峡
の
方
々
は
、
キ
ャ

ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
｜
枚
で
全
国
の
農
協

窓
ｎ
で
現
金
の
入
出
金
が
出
来
る
の

で
非
常
に
便
利
に
な
り
ま
す
”
ま
た

日
常
の
預
貯
金
の
事
務
処
理
も
相
当

部
分
が
糾
型
不
機
に
よ
り
川
動
処
理
さ

れ
る
の
で
、
事
務
合
理
化
と
お
客
様

の
待
ち
時
間
短
縮
と
も
な
り
ま
す
の

で
今
後
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
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橘
力
あ
る
農
村
建
設
を
目
指
し
、

そ
の
扣
い
下
と
し
て
優
れ
た
枡
動
突

績
の
あ
る
青
年
に
贈
ら
れ
る
北
海
道

青
年
農
業
賞
受
賞
式
典
が
一
別
－
１

｜
｜
｜
Ⅱ
、
札
幌
全
日
空
ホ
テ
ル
で
開
催

さ
れ
、
当
眺
の
安
川
稔
君
犬
斐
か
受

賞
街
と
し
て
出
席
し
ま
し
た
一

式
典
は
、
主
催
者
の
道
新
、
後
援

の
道
・
ホ
ク
レ
ン
を
始
め
、
関
係
者

八
十
名
が
出
席
し
盛
大
に
開
催
さ
れ

た
主
催
者
で
あ
る
道
斬
の
新
井
呼

務
の
挨
拶
の
あ
と
霧
迩
講
評
か
あ
り

今
年
度
の
受
賞
は
特
に
、
維
営
の
記

録
を
重
視
し
、
そ
れ
を
十
分
に
活
用

し
騒
営
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
一
一

護安凪稔驚
北海道青年
農業賞を受賞

廷

葦ii鍵皐
￣ 

丘=＝￣

し
｜
か
他
の
撲
範
と
な
る
も
の
で
あ
る

と
の
講
評
が
述
へ
ら
れ
ま
し
た
．

賞
状
・
ブ
ロ
ン
ズ
像
・
副
賞
授
与

の
あ
と
、
し
田
恨
夫
別
知
瓶
・
西
村

博
対
ホ
ク
レ
ン
常
務
理
嚇
が
受
賞
の

お
祝
い
と
激
励
の
言
葉
が
あ
り
ま
し

た
》
こ
れ
に
対
し
、
受
賞
者
を
代
表

し
て
安
川
君
か
受
賞
の
お
礼
と
今
後

臣

＝且とご-ｓ一■

－－■ 

第１１画繩海道青年農業賞鱸呈式
練歪Ｌ

の
抱
負
を
述
べ
て
式
典
は
終
了
し
ま

し
た
。

安
田
冠
の
今
回
の
受
賞
は
、
雌
』
全

な
経
営
実
績
と
農
協
青
年
部
で
の
活

動
、
ま
た
縫
鴬
記
録
の
活
用
と
実
践

か
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
今
後

益
々
の
発
展
と
健
闘
を
期
待
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

霊営考を代表して新たな決意を表明する安田稔さん

昭
和
六
十
一
年
度
中
標
津
町
農
脇

て
ん
紫
生
産
振
興
会
定
期
総
会
が
、

｜
Ⅱ
十
七
日
、
農
協
大
会
議
室
に
お

い
て
生
産
昔
三
卜
山
名
（
本
日
Ⅲ
席

二
十
名
．
委
任
出
席
１
四
洞
の
出
席

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

長
繩
会
長
の
挨
拶
め
あ
と
、
農
協

騰
見
副
組
合
長
・
普
及
所
松
岡
所
長
・

ホ
ク
レ
ン
中
標
津
原
料
所
高
木
所
長

の
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
議
長
に
真
嶋

正
義
氏
を
選
出
の
上
、
提
出
離
梁
の

審
議
か
行
わ
れ
、
議
案
第
一
号
、
昭

和
六
十
年
度
の
事
業
並
び
に
収
支
報

告
、
議
案
第
二
号
、
昭
柵
六
十
一
年

度
の
事
業
並
び
に
収
支
計
両
か
原
案

ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
役
頁
改
選
は
六
洞
の
選
考

委
員
の
推
肱
に
よ
り
、
次
の
と
お
り

決
定
し
ま
し
た
。

会
長
長
繩
仏
（
再
｝

副
会
長
阿
部
俊
勝
（
一
畳

会
計
山
本
清
｛
呼
一

濫
事
丹
羽
賢
頁
再
｝

、〆

昭
和
田
年
度

中
標
津
町
農
協
て
ん
菜
生
産

振
興
会
定
期
総
会
終
わ
る
〃

"窟、

提
出
溌
案
の
審
議

-ノ
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シリーズ 牛乳の効用｡’

勤後の飲み物に運 'よ発汗で大量に失われる

カルシウムを多く含む牛乳が一番〃
女子栄養大学教授 小池五郎

●
カ
ル
シ
ウ
ム
摂
取
量
が

外
国
に
比
べ
て
少
な
い

人
々
の
カ
ル
シ
ウ
ム
慨
取
堂
は
、

牛
乳
の
摂
取
量
に
比
例
し
て
増
減
す

る
公
図
は
そ
れ
を
派
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
グ
ラ
フ
の
徴
杣
は
、
牛
乳
’

乳
製
品
か
ら
と
る
カ
ル
・
ン
ウ
ム
堕

（
岬
で
あ
る
か
、
牛
乳
一
息
に
カ
ル

シ
ウ
ム
か
一
雌
含
ま
れ
て
い
る
か
ら

そ
の
ま
ま
↑
孔
播
取
篭
（
堂
し
｜
み
て

も
よ
い
害

日
本
は
図
の
一
番
下
で
、
牛
乳
慨

取
量
は
一
（
〉
一
／
目
足
ら
ず
、
カ
ル
シ

ウ
ム
摂
取
量
は
二
几
○
雌
と
な
っ
て

い
る
（
昭
和
パ
ト
ヒ
年
現
在
ｎ
牛
乳
・

乳
製
ｕ
Ⅱ
摂
取
曰
颪
は
一
一
一
○
ｇ
と
少
し

は
多
く
な
っ
た
か
、
い
わ
巾
る
先
進

川
の
中
て
は
少
な
い
庁
で
あ
る
｝

牛
乳
・
乳
製
品
以
外
で
も
、
魚
顛

や
野
菜
蝋
か
、
あ
る
侃
度
の
カ
ル
ン

ワ
ム
源
に
な
る
。
し
か
し
、
カ
ル
シ

ウ
ム
源
と
し
て
有
力
な
小
魚
噸
は
、

ほ
か
の
動
物
性
食
ｕ
叩
の
摂
取
童
が
増

加
す
る
の
に
反
比
例
し
て
減
っ
て
き

て
い
る
。
ま
た
．
野
栄
蛾
に
つ
い
て

は
、
表
に
躯
す
よ
う
に
、
日
本
の
土

壌
で
つ
く
ら
れ
た
６
の
ぱ
、
ヨ
ー
ロ

，
冷
で
つ
く
ら
れ
た
も
の
に
比
べ
て

カ
ル
シ
ウ
ム
の
少
な
い
こ
と
か
特
蛎
戚

岸司

に
な
―
て
い
る
＄

成
人
の
場
へ
ロ
、
ｌ
Ｈ
Ｌ
ハ
○
○
略
の

か
Ｌ
・
ン
ウ
ム
を
と
る
こ
と
か
望
ま
し

い
と
云
一
れ
て
い
る
か
、
｜
｝
れ
幸
｜
満
た

す
に
は
、
牛
乳
を
毎
Ｈ
一
本
半
ぐ
ら

い
飲
ま
な
け
れ
ば
、
な
か
な
か
む
ず

か
し
い
の
て
．
あ
る
．

苔
ら
に
、
激
し
い
運
動
を
し
て
汗

を
た
く
さ
ん
か
い
た
場
合
な
ど
、
汗

各国のカルシウム摂取量と牛乳摂取量

1300 

ワインランゲ

ラシトロ

カ
ン

ノノＬＩ７／

エー忌〆〆
一クゲー

プ
ン

ー

ン
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[200-
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700 

600 

カ
ル
〆
ウ
ム
慨
收
硫
’
昭
Ｈ
一

イスラエルロ－ﾌランス
二ＦＰ

ザ

オーストラリア”／
シ

ゲ
￣ イタリア尼

デルや＞子よ
折 と

い
っ
し
ょ
に
‐
人
壁
の
カ
ル
・
ン
ウ
ム

か
流
出
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
一

二
の
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
は
、
サ

ら
に
一
～
二
本
の
牛
乳
を
飲
ん
で
、

Ｆ
リ

ヵ
ル
、
ン
ウ
ム
を
補
っ
て
お
く
ニ
レ
｜
力

望
ま
し
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
た

毎
勺
←
７
泡

牛
乳
山
‐
の
カ
ル
シ
ウ
ム
の
消
化
管

に
お
け
る
吸
収
率
は
四
○
～
打
○
％

ダ

‐ 

トルココ
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日本とヨーロッパの野菜｡果物に含まれるカルシウムの比較'10(),:中！

だ
か
‐
他
の
食
品
の
カ
ル
・
ン
ウ
ム
は

こ
り
％
程
度
と
な
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
牛
乳
の
カ
ル
シ
ウ
ム
は

し
―
て
も
吸
収
さ
れ
や
す
い
と
い
う
特

徴
を
も
っ
て
い
る
。
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、
｢ 

根
室
縛
内
農
協
の
悲
願
で
あ

り
ま
し
た
貯
金
』
局
三
百
八
億
円

が
、
六
１
年
十
二
Ⅱ
末
で
達
成

さ
れ
ま
し
た
の
で
ご
報
併
い
た

し
ま
避
丁
。

当
農
協
の
計
画
目
標
は
、
八

十
五
億
六
千
万
川
．
達
成
額
Ⅱ

十
五
億
五
千
五
百
万
円
で
し
た
（

組
合
員
の
皆
様
に
ご
脇
〃
を

い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

根室管内震協貯金3ヵ年計画目標

悪ＯＳ 〃
●● 

～ ‘ 

昭
和
六
Ｉ
｜
年
度
中
標
津
町
農
協

馬
鈴
し
ょ
振
興
対
策
協
議
会
定
期
総

会
か
、
一
月
一
一
上
一
日
、
農
協
大
会

議
篭
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
．
激
し
い
降
齊
の
た
め
総

会
の
成
立
か
懸
念
き
れ
ま
し
た
か
、

耕
作
者
四
１
借
（
小
人
出
席
二
十
八

潟
、
委
脈
出
席
ト
ー
朽
一
の
出
席
で

酪
農
総
営
も
こ
一
｝
１
年
聯
功
間
に

急
速
莎
蛮
化
を
遂
げ
て
ま
い
り
ま
し

た
即
ち
、
小
規
棋
継
営
ト
ー
Ⅱ
多
『
狸

飼
育
縫
営
へ
の
規
模
拡
大
で
あ
り
．

改
良
の
Ⅲ
に
お
い
て
も
従
来
の
個
体

中
心
か
ら
農
家
牛
鮮
を
単
位
と
し
た

方
向
に
進
ん
で
来
て
い
ま
す
．
経
営

そ
の
も
の
か
多
蝋
飼
養
の
時
代
に
変

り
つ
つ
あ
り
ま
了

日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
登
録
協
会
で

/~~、
－
－
．
‐
’
Ｉ
－
－
－
－
‐
Ⅱ
－
１
●
１
１
 

牛群審査
の

必要性

昭
和
ｕ
年
度
中
標
津
町
農
協
馬
鈴
し
ょ

振
興
対
策
協
議
会
定
期
総
会
開
催
さ
れ
る
、

毎奄

|家畜改良課畜産係’

行
わ
れ
ま
し
た
。

業
肚
ぴ
収
支
計
画
が
原
案
ど
お
り
承

上
原
会
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
農
協
認
さ
れ
ま
し
た
。

三
浦
参
一
班
．
普
及
所
懸
岡
所
長
の
祝
ま
た
、
か
ね
て
よ
り
懸
案
と
な
っ

僻
を
い
た
だ
き
、
議
侵
に
筒
井
留
雪
て
い
た
馬
鈴
し
ょ
畑
実
測
に
伴
う
振

氏
を
選
出
の
ｆ
、
提
出
議
案
の
審
議
興
会
の
』
ユ
会
等
に
つ
い
て
は
、
今
後

が
行
わ
れ
、
議
案
第
一
号
、
昭
和
六
農
協
理
事
菅
と
協
議
を
行
う
こ
と
に

１
年
度
の
淵
業
及
び
収
文
報
告
、
議
な
り
ま
し
た
。

案
第
「
号
、
昭
和
六
十
一
年
度
の
事

！
！
！
’
Ｉ
‐
Ｉ
１
１
１
‐
１
１
！
！
Ｉ
１
１
１
’
１
１
１
１
１
Ｉ
１
１
１
１
１
１
１
１
 

臆
高
等
登
録
制
度
を
廃
止
し
↑
群

全
体
の
改
良
を
図
る
べ
く
、
十
群
検

定
と
介
せ
て
牛
群
審
擶
に
移
行
し
群

一
・
巳
を
対
象
と
し
た
評
価
に
与
え
〃

を
改
め
る
鍋
に
な
り
ま
し
た

十
群
審
査
の
目
的
は
一
蝋
の
エ
リ

ー
ト
牛
を
作
る
た
め
に
げ
７
の
で
は

な
く
、
牛
群
全
体
の
レ
ベ
ル
ア
Ｕ
７

を
目
標
に
一
群
の
繁
殖
牛
か
ら
維
折

性
の
低
い
も
の
を
淘
汰
し
、
そ
の
群

の
形
質
を
斉
一
化
し
て
統
祇
性
向
上

さ
せ
る
の
か
半
群
審
森
の
瓦
の
目
的

で
す
。
牛
勝
瀞
襟
の
目
的
を
充
分
ご

理
解
の
う
え
参
加
し
て
ｒ
さ
い
。

な
お
、
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は

別
冊
～
牛
群
審
査
受
検
の
た
め
に
～

を
ご
魔
く
だ
典
一
」
い
・

受
糀
卵
移
杣
に
関
し
、
供
卵
牛
に

人
上
授
精
を
す
る
場
合
の
授
精
料
金

が
次
の
通
り
決
ま
り
ぎ
し
た
の
で
お

知
ら
せ
致
し
ま
す
．

●
基
本
料
金

一
回
二
発
情
）
毎
四
、
○
○
○
円

●
精
液
料
実
瞥

●
卓
補
負
担
金
一
回
二
五
○
円

一
家
畜
改
良
課
｝

､ 採
卵
牛
の

授
精
料
金
の

お
知
ら
せ

Ｅ
・
Ｔ
（
受
精
卵
移
植
）

埠窪、

ノ

等
に
よ
っ
て
目
的
に
適
合
す
る

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

大
量
に
培
養
し
て
、
食
料
・
エ
ネ

生
物
体
を
創
り
出
し
、
こ
れ
身

岨
新
に
伴
っ
て
新
し
く
進
出
し

農
業
分
野
へ
の
応
用
か
進
ん
で

川
利
用
し
よ
う
と
す
る
技
術
Ⅱ

価
極
改
良
や
受
精
卵
移
柿
な
十

声
・
文
字
の
多
重
放
送
、
衛
肥

た
各
種
各
様
の
伝
達
媒
体
“
一
昔

ル
ギ
ー
・
医
薬
品
の
生
産
に
応

広
い

ﾛ゛I

傭
、
キ
汗
プ
テ
ン
シ
ス
テ
ム
、

ど
多
彩
な
発
展
か
見
込
ま
れ
て

ニ
ュ
ー
・
メ
デ
ィ
ア

ど
農
業
分
野
へ
の
応
用
範
囲
は

ビ
テ
オ
デ
ィ
ス
ク
、
Ｉ
Ｎ
Ｓ
を

か
ら
の
面
接
放
送
、
収
〃
向
澗

Ｌ１ 

Ｚ６ 
Ｌ 

い
る
②
農
業
帳
蝿
撒
・
ン
ス
テ
ム
な

｛
資
料
Ⅱ
白
由
同
民
社
一
現
代

遺
伝
子
組
換
え
、
細
胞
削
谷

と胄剋

主
と
し
て
電
了
技
術
の
技
術

用
語
の
基
礎
知
識
二

知（
生
命
エ
堂
．
）

● 

識

家畜改良課畜産係

バイオテクノロジー
（生命工学）遺伝子組換え、細胞帥合等仁よって目的輝適合する生物体を創り出し、これを大量に培養して、食料上ネルギ‘・医薬品の生産に応川利用‐）．。雪〃とする技術。肺極改良や受精卵移植など農業分野への応用が進んで

砂るｓ

ニュー‐０メディア主として電子技術の技術単新に伴って新しく進出した各繩各様の伝達媒体。音声・文字の多重放送、衛雄からの直接放送、双方向通信、キャプテンシステム、ビデオディスク、二ＮＳなど多彩な発展が見込まれている．農業情糀システムなど農業一分野への応師範囲ば
広、

（資料“ｈ由国民仕翔現代用語の基礎知識」
巳
● 

知
● 

識



[11）農協だより 艀[161年２ＨＩＯ［

昭
和
六
十
年
の
受
託
乳
量
は
次
の

表
の
過
り
で
す
，
年
始
の
舎
飼
期
は

牛
乳
の
生
産
か
仰
ぴ
悩
み
ま
し
た
が

放
牧
期
に
入
っ
て
か
ら
生
産
か
順
調

に
進
み
、
結
果
的
に
一
Ｏ
Ｌ
・
九
％

大
幅
に
伸
び
た
受
託
乳
量

前
年
比
一
○
五
・
九
％

60年(１月～１２月）受託乳量等

孔肚前年比乳代脂肪 鶴脂固形 補給余

1.268.220.0 １ １０４，’ ９１．９Ｃ ３．７３％ 836彫 1５．２１ 

Ｆ
〆

3.737.490.0 1０１２89.94 3.64先 8-Ｍ弗 １４．５田

□ 
■｡ 21.215.790-0 1０４４ 3.68％ 9０．３７ ８３７f⑫ 15.07 

と
人
幅
な
伸
び
を
示
し
ま
し
た
。

乳
代
は
八
十
年
度
Ｊ
鳳
仰
格
が
据
置

と
な
り
、
前
年
よ
り
一
《
・
○
一
一
一
円
髪

い
九
十
一
二
’
’
七
円
と
な
り
ま
し
た

が
、
原
因
と
し
て
は
乳
量
の
増
加
に

￣ 

と 4.518.'00.（ 102.8 ３６９％ 91Ｌ８イ ｌＷｌｎｑ紅 1６２７ 

5,211.780.［ 103.7 ９４－５Ｎ 3.66q、 S43uiE l6-fMq [］ 

65,967.650.0］06.Ｅ 9０．３４ 3.55QrJ357p‘ 1３８３ 

Ｉ ｢自斡

６２４４'60.[ 110.9 90.3 3-60生 852['厄 １３-'２ Ｉ 

８ 6」６ｑ５６０Ｃ 108.5 90.07 3.54りり 8..Ⅱ％12.65 8..Ⅱ姥

ミ

Ｃ 
Ｌ｣ 5.807.570.0 '０６」 ９１９１ 3.66％ 8.J３％ 1２－７２ 俳

三
て
舗
紛
金
の
枠
か
ウ
ス
メ
ら
れ

た
事
が
、
上
で
、
そ
の
他
孔
成
分
、
特

に
無
脂
阿
唖
分
勿
低
下
に
よ
る
も
の

と
思
わ
れ
ま
す

一
一
戸
平
均
の
乳
景
は
一
一
一
二
Ｉ
と

な
り
、
前
年
を
‐
－
四
ｔ
卜
回
わ
り
ま

す
。
ま
た
、
｜
頭
平
均
の
孔
璽
に
つ

い
て
み
ま
す
と
、
几
、
七
一
一
一
六
階
し
｜

前
年
を
一
三
．
一
一
囎
上
同
わ
る
雫
が
予

想
き
れ
、
乳
牛
改
於
の
成
果
が
見
ら

れ
ま
す

Ⅱ 5.601.570.［ ｌＯＨ－「 91.80 3li7zn 8.50％［3.56 
1 

11 ４．９７７．９１０．F 106.2 9０．９６ 3.76qC 8.53ｎＤＩＩｗに

1, 4.867.058.2 [07.5 8８．９７ 

か
ぐ
叱

命
『
Ｉ

78up 

66％ 

8.52.ひ13.268.52.□ 

’ 6Ｌ578.1582 [05.9 9１．３７ 8.45％ l４ｌ８ 

乳
牛
改
良
同
忘
会
が
、
去
る
一
月
一
一
一

十
Ⅱ
定
期
総
会
を
開
催
し
、
高
能
力

↑
の
表
彰
等
を
行
い
、
新
年
腰
の
謂

業
計
画
等
、
提
出
し
、
満
場
一
致
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
、
ま
た
、
価
馴
満

了
に
伴
う
役
員
改
選
の
結
果
、
新
役

員
に
次
の
〃
々
が
選
出
さ
れ
た

中
標
津
乳
牛
改
良
同
志
会

六
十
一
年
度
新
役
員

会
長
佐
藤
拡

副
会
長
横
田
好
一

Ⅱ
佐
々
木
昭
雄

監
雫
篠
永
栄

〃
桜
井
幸
一

支
部
長
（
本
部
役
員
）

中
標
津
父
部
綏
牧
尚
久

当
幌
支
部
長
正
路
術

創
立
１
ｈ
周
年
を
迎
え
た
中
標
津

中標津乳牛改良同志会
沃回茜

第１ら回総会
開催さる〃

l■ 

俣
落
支
部

第
二
俣
落
支
部
弾
派
原
正

開
陽
支
部
桜
井
寿
夫

武
佐
支
部
門
馬
正
占

俵
橋
文
部
中
林
忠
雄

〈
六
十
一
年
度
事
業
計
画
〉

「
審
在
識
習
の
開
催

一
、
ブ
ラ
ソ
ク
ア
ン
ド
ホ
ワ
イ
ト

シ
ョ
ウ
の
開
催

：
高
能
力
牛
の
表
彰

一
、
視
察
・
研
修
の
実
施

一
、
宣
伝
広
告
の
実
施

「
恨
事
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
改
良
協
議

会
事
業
へ
の
参
加

「
道
東
地
区
改
良
協
議
会
而
業
へ

師
参
加

「
そ
の
他

と
な
っ
て
お
り
ま
す
．

軒Ｌ壁 前年比 乳化 脂Ｉｿ】 無脂固形 補給金

1,268,22().０ IOl1.’ gＬ９０ 3.73％ 8.36％ 1５．２１ 

ワ
ー 3,7%@人490.0 :0１．２ 89.94 3.64％ 8.3/1％ [4.53 

３ 

､-１ 

Ｆ） 

』Ｌ215.790.0

4,518,:00.(） 
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ＬＯ４４ 
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-Ｊｊ･ロ･Ｆｗ、７

90.37 

94.8/’ 

9四Ｌｉｊ３
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〕､69％
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8．４３ 

6.43％ 
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７ 

８ 

９ 

6,24小'60.0

6,160,560.0 

5,807.570.0 
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ｴ08.5 

:06.1 

90-8： 
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!)1．９１ 

〕,60％

3.54先

3.66％ 

852％ 

9..11％ 

3.43％ 
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１２．６５ 

１２－７４ 

H[】

ご珀

二」

府Ｉ

ｔＭｊ()1,570.Ｃ 

4,977.！)10.(） 

4,867`058.2 

61`578,1582 

i05.(］ 

106.2 

107.i） 

二05.9

9上.8０

9０ 

88.97 

【)１．３

〕･O7zHb

3.76％ 

3.78％ 

乱66％

3.50％ 
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]う前～Z芝’０１２１３以ｋ乳愚前年比

ｋ旬’1.585759m６106［

寅査成績
5９７５８１１６８１２ 

中圃 1.566.583/’ 1，７４ 11 

6０７１９１４８１２ 
1084 下旬 L71471512 

'@時
795７９９２ 

月計4867005821107.Ｅ

7１４１１４７１６」４月より累計49.356.65701106.5
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松岡喜代之助

田代昭

丼口則一

安江孝男
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釆栖寛
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Ｉ ０ 戸?、

0 

遠藤与長二
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｜乳量 前年上上

旬■ｌⅡ＝ 
1.585759 106△６ 

『\】旬 1.566.583 107.4 

下旬 1714715 108.4 

月計 4’867.058 1()7.5 

１月より累計 49.356.657 106.5 
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5９ 

6０ 
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２２ 
5９ 
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795 

7二４
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氏名
上

旬 中旬 Ｋ‐旬 氏名 上旬 中旬 下旬 氏名 上旬 午旬 Ｆ旬
西１１１‐‐義 真野光章 武Ｈ１淳志

佐々木邦夫 寺島享 後木意Ｐ

赤波江一一彦 佐藤護治 久保栄興

[］下一芳 供譲忠男 穀ノ1：奥

加茂ＪＲ穀 佐藤和男 片野Ｎｉ

佐々木政行 塩、専治 第二侯

頁友盛１？ i産１．嵐徳次 西村徳守

島貞作 ｢ロ［1】繩繁 西垣拝

福島信一一 １１１本秀夫 保科精

-㎡田起雄 安達和永 松岡喜代之助

本多弧 志賀詔.. 田代昭

中．付敏夫 ;ざ賀ｉＥ治 井口則一

真野舅 篠永栄 ００ 安江孝男

多旧俊夫 俣落 地区 鋤持広昭

小岩ムＥ・・ 原栄一’０ 斉藤端

伏見哲 大水敏夫 １１１１１宏幸

中Ⅱ１－平 小林金百』 雌松秀樹

武佐 区 仮橋雛寿 沖一・美

丹羽学 ０１ 岩ﾉヤ昇 片岡宅次

｝訂｝羽賢一 ｎｌ 
ＬＰ 服部・・好 弾正原正春

中司哲雄 遠藤幸一 国光昭

_上原徳保 遠藤」Ｅ幸 遠藤直行

:T二藤止儀 高橋文夫 佐伯雅視

舟橋清高’ 松村暗ｉｉ： 来栖寛

酒井満志 小ｌｌｌ茂 ｣'１村清身

目黒雅隆 本村』Ⅱ巻 力I：藤繁

上二藤重美 菅原弘 萩原蝶七

児玉光彦 上村弘』圏 ｣皇野昇司

白田慶和 1．鯨『毒了』Ⅲ経 滝木広
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質のよいﾐﾉ〃をつくるために
こjrLだけは守りましょうｂ １月乳 甕

Ｓっのルール●手と乳房を嶽繋にすること

⑨搾乳装邇:を正しく選び正しく使うこと
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質のよいﾐﾉ〃をつくるために

こ!rLだけは守りましょうｂ

Ｓっのルール③手と乳房を清潔にすること

⑨搾孚駿置を正しく選び正しく使うこと

●ミルクの適切な冷却と貯蔵

③搾乎肋v終るたびに洗浄

●ライナーとﾐﾙｸﾁｺｰﾌﾞの定期交換

●ミルキングシステムの定期点検

※検炎ランク２の場合は当[】』Ii荷乳赴に1kg当')５Ｐｊ、Ｓ以'二の場合'よ
５０円のペナルティが課せられます。
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【i］ｊｂｋ頭維

施場慎一： ｡:=則;_[二m男 ００ 丁：藤雌ﾖﾉ‘

八１素鰻・－脚」 河館金吾 0.0 赤波江ｉｉ閨
久我良夫 １１１「１１灘男 １１０ 沢［。俊夫
ｉｆ城純一 筏野トミア 桜プ!：義雄
歳昭一一 吾斐紀己犬 西ｌｌｌ健
桜井幸一 大西･一郎
佐々木繁雄 桜〃寿夫 大西英明
匠滕｛高蕊１

二元輯：軍ＦＴＩ，０１０

高橋勝義

[i】本栄二
福島昭恵

.ＦⅡＩ原政市

Ｏｌ０ 

(）0 
l、ＩｌＩ幸－，１，， ﾒＬ田良夫 ＝齢百≠ 0０ 

１月乳
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〔
応
募
規
定
〕

⑪
官
製
ハ
ガ
キ
に
答
え
を
書
い
て
送

っ
て
下
さ
い
。

②
あ
な
た
の
氏
名
・
住
所
・
年
令
影

書
い
て
下
さ
い
。

③
対
象
者
Ⅱ
小
・
中
学
生

二
の
絵
の
中
に
は
．
い
く
つ
間
涼

い
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
間
違
い
存

兇
つ
け
て
、
そ
の
数
を
ハ
ガ
キ
に
識

い
て
送
乞
て
下
さ
肥

蕊 蕊①
宛
先
Ⅱ
中
標
津
町
東
七
条
南
二
丁

目
中
標
津
町
農
協
組
織
広
報
係

⑤
締
切
日
Ⅱ
二
月
一
一
十
日
ま
で

＊
応
募
下
さ
（
た
方
に
は
全
員
参
加

賞
を
差
し
上
げ
ま
す
』
な
お
、
正

解
者
に
は
当
り
賞
を
贈
呈
い
た
し

ま
す
の
で
多
数
応
蕊
下
さ
い
。

＊
発
表
催
四
月
号
紙
面
で
い
た
し
ま

す
》

〔
十
二
月
号
の
当
選
者
〕

￣ 

ｇ２Ｌ－ｌｕ 

IF>〈二《ME二Xくう三尾三F;ﾗﾌﾞ
八雨へ（

雨へ（ ヘハ、－１
←、戸Ｗ■ｈ

Ｆ､,■､ 

尹司

DｂＩ 
Ｌ Ｌ 

β委員

'、MISllSS 

Ⅲ 

ト
ー
月
号
の
Ⅳ
解
は
一
Ｋ
つ
」
（
横

の
図
の
○
印
）
で
し
た
。
応
募
者
数

十
九
名
で
正
解
省
は
十
二
格
で
し

た

正
解
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

北
中
土
井
上
総
二
く
ん

關
開
腸
鈴
木
達
也
く
ん

Ⅲ
岡
白
築
萌
ち
ゃ
ん

〃
口
築
出
お
ぐ
ん

佐
憐
佐
々
木
み
ほ
ニ
ち
ゃ
ん

〃
赤
波
抓
力
く
ん

〃
小
川
将
く
ん

西
止
佐
牒
原
智
樹
く
人

Ⅱ
藤
原
灯
希
ち
ゆ
ん

〃
休
職
糟
く
ん

〃
佐
藤
鯵
く
人

柞
鶏
飯
野
哲
弥
く
ん

南
中
流
陽
光
世
ち
ゃ
ん

<12月号の間違い個所＞

蕊ｉｉ（ 

－－－ 

１月の１九七

十
七
日|・

曰

鶴
ＲＥ 〆調

仕
事
始
め

青
年
部
ハ
レ
ー
ボ
ー

ル
入
会

て
ん
菜
生
産
振
興
会

定
期
総
会

酪
農
実
習
生
受
入
協

ｑ
 

頭
に
｜
｜
男
一
一
坐
の
子
宝
に
恵
一
ぴ
れ
一
し
お
り
－
ず
す
⑤

こ
ん
一
一
十
八
オ
で
す
小
学
一
一
年
崖
の
男
の
孑
存

で
食
べ
て
．
｜
ｂ
ら
う
⑰

が
一
塁
層
し
い
」
瞳
鰯
、

合
濃
の
抱
負
は
「
□
副
刺
洲

匿罐鍼啼毎》』一一鰯
語
る
フ
ァ
イ
ト
満
々

を
栗
だ
し
厄
い
」
と
一
・
》

の
舌
奥
さ
幻
で
す
，

「
暇
を
貝
て
好
き
な
お
璽
子
を
作
り
家
族
に
一
一
二
九

会
弓
□
｜
こ
の
表
紙
写
窒
一
一
は
開
陽
地
区
の
高
橋
鈴
子

－
甲
一

議
〈
秀
定
期
総
〈
琴

一
一
ル
ー
｜
Ⅱ
農
協
婦
人
部
新
年
会

一
一
十
一
一
日
馬
鈴
し
ょ
振
興
会
定
期

総
会

ニ
ー
ー
１
ｈ
日
乳
牛
検
定
組
合
運
営
姿

］、託△エ

’
一
ト
ー
七
Ｈ
「
理
掘
全

一
－
－
ｒ
八
日
乳
用
小
浄
‐
哺
育
育
成
組
合

総
会

一
二
十
日
中
標
派
乳
牛
改
良
同
遮

会
総
会

ｊ
灘
市
一
一
磯

Ⅱ
１
．
拍
■
削
辛
ｉ
Ｌ
催

ｒ
ｉ
 


